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生
涯
を
か
け
て
全
国
を

遊ゆ
ぎ
ょ
う行
（
諸
国
を
巡
り
歩
く
修

行
）
さ
れ
た
一

い
っ
ぺ
ん遍
上し

ょ
う
に
ん人（
遊

行
上
人
）が
住
ま
わ
れ
た
寺
、

通
称
「
遊
行
寺
」
は
正
式
名

称
を
時
宗
総
本
山
、
藤

と
う
た
く
さ
ん

澤
山

無む
り
ょ
う
こ
う
い
ん

量
光
院
清し

ょ
う
じ
ょ
う
こ
う
じ

浄
光
寺
と
い

い
ま
す
。

　
そ
の
教
え
は
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
を
一い

っ
ぺ
ん遍

（
一
度
、
一

回
）
で
も
唱
え
れ
ば
凡
聖
を

問
わ
ず
信
不
信
を
選
ば
ず
悟

り
が
証
さ
れ
必
ず
往
生
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
ど
れ
だ
け
多
く
の

人
々
が
救
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
生
涯
配
っ
た
念
仏
札
は

そ
の
数
、
25
万
１
７
２
４
人

と
い
わ
れ
ま
す
。

　
大
伽
藍
と
共
に
境
内
は
と

て
も
広
く
、
こ
れ
は
過
去
の

飢
饉
や
震
災
、
疫
病
な
ど
に

本
堂
正
面
に
御
本
尊
阿
弥
陀

如
来
坐
像
が
眩
い
金
色
を

放
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
静
か

に
堂
々
と
坐
す
如
来
の
姿
に

心
が
鎮
ま
り
ま
す
。
ご
案
内

下
さ
っ
た
遊
行
寺
宗
学
林
学

頭
、
宝
物
館
館
長
の
遠
山
師

の
お
話
に
よ
り
ま
す
と
、
こ

の
坐
像
は
金こ

ん

色じ
き
そ
う相

と
い
い

３
６
０
度
す
べ
て
の
方
向
に

藤
澤
山
遊
行
寺
・
阿
弥
陀
如
来
坐
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（118)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

弥
陀
の
徳
を
放
っ
て
お
ら
れ

る
姿
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　「
弥み

だ陀
の
本ほ

ん
が
ん願
」（
阿
弥
陀

さ
ま
が
人
々
を
救
済
し
よ
う

と
の
根
本
の
願
い
）
が
あ
ら

ゆ
る
人
々
に
届
く
よ
う
に
、

み
ほ
と
け
が
私
た
ち
を
照
ら

し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
大
い
な
る
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
こ
そ
一
遍
で
あ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

人
々
と
共
に
歩
ま
れ
た
寺
、

広
々
と
し
た
大
本
山
遊
行
寺

に
、
お
寺
本
来
の
在
り
方
を

学
び
ま
し
た
。

　
帰
路
、
宝
物
館
を
拝
観
さ

遭
う
窮
者
を
守
る

場
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
民
衆
と
共

に
歩
ま
れ
た
一
遍

の
息
吹
、
遺
伝
子

が
い
ま
に
伝
わ
っ

て
い
る
の
だ
と
有

難
い
思
い
が
し
ま

す
。

　
そ
し
て
関
東
最

大
の
木
造
建
築
の

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
圧

巻
の
展
示
は
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
寄
木
造
、
玉
眼
、
金
泥
塗

土
紋
貼
付
。像
高
１
８
４
㎝
、

中
世
後
期
～
近
世
初
頭
。

け
で
な
く
、
鎌
倉
観
光
を
楽

し
み
、
鎌
倉
の
魅
力
再
発
見

の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌

倉
殿
の 

13 

人
」
を
契
機
に
、

鎌
倉
の
魅
力
を
再
発
信
し
、 

地
域
活
性
化
を
図
る
拠
点

と
し
て
、「
鎌
倉
殿
の
13 

人 

大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
、
３
月

１
日
に
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の

鎌
倉
文
華
館
鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
開
設
さ
れ
る
。
23
年

１
月
ま
で
の
期
間
限
定
。

　
主
要
登
場
人
物
た
ち
の
衣

装
や
小
道
具
に
加
え
、
鎌
倉

幕
府
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ

や
大
型
造
作
、
ド
ラ
マ
の
魅

力
や
制
作
の
ウ
ラ
側
な
ど
の

シ
ア
タ
ー
映
像
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　
入
館
料
は
大
人
千
円
、
小

中
学
生
５
０
０
円
。
入
館
時

に
渡
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
鎌
倉
国
宝
館
や
鎌
倉
歴
史

文
化
交
流
館
で
提
示
す
る
と

入
場
無
料
の
特
典
付
。
☎
０

４
６
７
・
39
・
５
３
０
６

　
大
河
ド
ラ
マ
館
の
「
し
ゃ

べ
る
肖
像
画
ポ
ス
タ
ー
」が
、

開
館
の
期
間
中
、
市
内
各
所

に
貼
り
出
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で

読
み
込
ん
で
肖
像
画
に
か
ざ

す
と
、
肖
像
画
が
し
ゃ
べ
り

だ
す
。
ド
ラ
マ
館
の
Ｐ
Ｒ
だ

　
第
７
回
世
界
価
値

観
調
査
の
結
果
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も

に
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
性
質
と
し
て
、
日

本
で
は
、「
従
順
さ
」
を
重

要
と
す
る
と
の
回
答
率
（
重

要
度
）
が
最
も
低
く
、
51
カ

国
中
51
位
と
最
下
位
で
し
た

▼
一
方
で
、「
決
断
力
・
忍

耐
力
」
を
重
要
と
す
る
と
の

回
答
率
が
高
く
、
51
カ
国
中

１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
▼
し

か
し
、
個
人
的
に
は
物
事
の

判
断
基
準
の
情
報
量
が
少
な

い
子
ど
も
に
対
し
て
は
従
順

さ
も
必
要
で
あ
り
、
従
順
さ

が
あ
る
か
ら
こ
そ
学
校
を
含

め
た
全
て
の
生
活
面
で
の
マ

ス
ク
着
用
も
遂
行
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
▼
私
は
い

ま
、
コ
ロ
ナ
陽
性
反
応
で
自

宅
療
養
中
と
な
り
隔
離
生
活

で
す
▼
子
ど
も
た
ち
に
は
マ

ス
ク
生
活
が
「
当
然
」
で
は

な
く
「
我
慢
」
で
あ
る
感
覚

を
忘
れ
な
い
で
も
ら
い
た
い

気
も
し
て
い
ま
す
。
　（
Ｎ
）

　
▼
祈
年
祭
　
15
日
11
時
、

亀
岡
八
幡
宮
。
五
穀
豊
穣
、

商
売
繁
盛
を
祈
願
。

　
▼
彼
岸
会
　
18
～
24
日
各

寺
院
。

　
▼
宇
佐
神
宮
遙
拝
式
　
18

日
10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
祖
霊
社
春
季
例
祭
　
21

日
10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

３月

肖
像
画
が
お
し
ゃ
べ
り
す
る
ポ
ス
タ
ー
も
市
内
に

大
河
ド
ラ
マ
館
　
鎌
倉
　
オ
ー
プ
ン

大
河
ド
ラ
マ
館
　
鎌
倉
　
オ
ー
プ
ン

　
鎌
倉
幕
府
誕
生
か
ら
終
焉

ま
で
、
執
権
と
し
て
幕
府
を

支
え
た
北
条
氏
の
歴
史
を

双す
ご
ろ
く六
の
形
式
で
絵
巻
に
し
た

「
北
条
双
六
絵
巻
」
が
２
月

４
日
、
ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー

ム
ズ
（
東
京
都
）
か
ら
鎌
倉

市
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
同
社
の
文
化
貢
献
活
動
の

一
環
で
、
自
社
で
企
画
し
、

鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館
監
修

の
も
と
制
作
し
た
。
絵
巻
は

天
地
40
㎝
、
全
長
６
・
２
ｍ
、

高
精
細
長
尺
印
刷
技
術
に
よ

り
、
つ
な
ぎ
目
な
し
に
製
造

さ
れ
て
い
る
。
同
社
で
は
、

歴
史
上
の
人
物
を
テ
ー
マ
に

作
品
を
日
本
古
来
の
絵
巻
形

態
で
制
作
し
、
３
年
前
か
ら

ゆ
か
り
の
自
治
体
へ
贈
っ
て

い
る
。

　
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
、

鎌
倉
市
在
住
の
画
家
・
横
山

寛
多
さ
ん
の
楽
し
い
イ
ラ
ス

ト
で
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
み
な
が
ら
歴
史
を
学

べ
る
。

　
１
１
６
０
年
に
頼
朝
が
伊

豆
に
流
さ
れ
る
と
き
か
ら
、

１
３
３
３
年
の
鎌
倉
幕
府
滅

亡
ま
で
、
年
表
を
作
成
し
、

解
説
文
も
担
当
し
た
同
文
化

　
図
書
館
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
鎌
倉
市
図
書

館
と
市
民
団
体
の
協
働
事
業

「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
☆

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
１
１
０
」
が

２
月
か
ら
３
月
13
日
ま
で
市

内
５
カ
所
の
図
書
館
を
巡
回

し
て
い
る
。
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
動
画YouTube

交
流
館
の
大
澤
泉
さ
ん
は

「
歴
史
上
の
で
き
ご
と
を
最

新
の
情
報
を
取
り
入
れ
て
洗

い
直
し
、
紹
介
し
た
。
絵
が

入
る
こ
と
で
親
し
み
や
す
く

な
っ
た
」
と
話
す
。

　
横
山
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
も

斬
新
で
、「
い
ざ
、
鎌
倉
へ
」

と
馬
に
ま
た
が
る
頼
朝
が
ス

マ
ホ
を
手
に
し
て
い
た
り
、

吾
妻
鏡
の
制
作
員
が
パ
ソ
コ

ン
と
向
か
い
合
っ
て
い
た
り

し
て
い
る
。

　
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流
館

（
同
市
扇
ガ
谷
１
丁
目
）
で

展
示
さ
れ
て
い
る
。
☎
０
４

６
７
・
73
・
８
５
０
１

鎌
倉
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

も
公
開
。

　【
展
示
】
▼
「
か
ま
く
ら

の
保
育
」
か
ま
く
ら
女
性
史

の
会
が
、
鎌
倉
に
保
育
が
発

祥
し
た
明
治
か
ら
大
正
に
か

け
て
設
立
し
た
ハ
リ
ス
記
念

鎌
倉
幼
稚
園
・
鎌
倉
保
育

園
・
明
治
幼
稚
園
を
紹
介
＝

写
真
。

　
▼「
石
に
刻
ま
れ
た
松
坡
」

松
坡
研
究
会
が
、
逗
子
開
成

中
学
・
高
等
学
校
と
鎌
倉
女

学
院
の
創
立
者
、
田
辺
松
坡

の
撰
文
や
書
が
刻
ま
れ
た
石

碑
な
ど
を
紹
介
▼
「
間
島
弟

彦
生
誕
１
５
０
年
記
念
　
間

島
夫
妻
の
事
跡
を
辿
る
」
間

島
弟
彦
愛
子
夫
妻
旌
徳
の
会

が
、
鎌
倉
市
内
に
あ
る
間
島

夫
妻
ゆ
か
り
の
場
所
を
紹
介

▼
「
あ
ん
な
絵
本
、
こ
ん
な

絵
本
㏌
鎌
倉
」
お
は
な
し
ひ

こ
う
せ
ん
が
、
鎌
倉
ゆ
か
り

の
絵
本
作
家
を
紹
介
。

　【
か
み
し
ば
い
】「
鎌
倉
市

図
書
館
は
じ
め
て
物
語
」
市

図
書
館
開
館
１
１
０
年
を
記

念
し
て
制
作
し
た
紙
芝
居

で
、
鎌
倉
の
図
書
館
が
建
て

ら
れ
た
経
緯
を
伝
え
る
。

「
北
条
双
六
絵
巻
」

印
刷
大
手
が
寄
贈

鎌
倉
を
知
ろ
う

フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク

☆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

由
比
ガ
浜
通
り
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

鎌
倉
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

多
用
途
の
教
室
、
会
議
室
、
練
習
場
に

　
鎌
倉
駅
か
ら
徒
歩
約
７

分
、
由
比
ガ
浜
通
り
六
地
蔵

そ
ば
村
田
ビ
ル
の
２
、
３
階

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。

　
広
さ
は
各
部
屋
と
も
90
㎡

（
27
坪)

あ
り
、
３
階
は
壁

面
一
部
鏡
、
大
き
な
窓
に
囲

ま
れ
た
明
る
い
部
屋
で
、
ピ

ア
ノ
、
イ
ー
ゼ
ル
、
机
、
椅

子
、
ロ
ッ
カ
ー
完
備
で
す
。

「
歌
と
発
音
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
講
座
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
眼

デ
ッ
サ
ン
」
教
室
、
合
唱
団

等
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
２
階
は
全
面
鏡
、
リ
ノ

リ
ュ
ウ
ム
床
で
、
バ
レ
エ
や

チ
ア
、
フ
ラ
、
ヨ
ガ
等
の
身

体
表
現
の
レ
ッ
ス
ン
場
で

す
。

　
両
階
と
も
年
間
契
約
が
優

先
で
す
が
、
単
発
使
用
も
お

受
け
し
ま
す
。
原
則
２
時
間

以
上
の
使
用
。
駐
車
場
有
。

http://freespace-kama
kura.jimdofree.com

　
お
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽

に
。
☎
０
９
０
・
２
２
０
７
・

０
０
３
１

鏡
と
ピ
ア
ノ
３
階
ス
ペ
ー
ス


